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本論文 は 8 章 か らなり ､ 第 1 章は序論 で あり ､ 2 章と 3 章で数理経済学に お ける マ ー ケ ッ

トの 時系列解析結果及 び経済物理学に お ける マ
ー

ケ ッ トの 特徴 に つ い て 従来 の 結果 を論 じ
､

第 4 章で ラ ン ジ ェ バ ン方窺式に もと づく 時間変動物理量 の 統計力 学的解析法 と K M 2 0 ラ

ン ジ ェ バ ン方程式 にも とづ い た時系列解析法 ､ 第 5 章で は ､ K M 2 0 ラ ン ジ ェ バ ン 法 を株

式お よ び為替 マ
ー

ケ ッ ト現象に適用 し､ 新た に マ
ー

ケ ッ トの 時系列 予測法 を確 立 ､ 従来 の

予測 モ デル と の ブオ ン グ法 に よる統計学的直接比較 を行 っ た｡ 第 6 章 で は こ の 新 し い 方 法

に より ､

､
マ

ー

ケ ッ トg ) 株価お よび為替変動 が 日変動 お よ び分変動に お い て 時系列 は 定常変

動 と非定常変動 を含ん で おり ､ そ の 変化 の 仕方は 非周期で あ る こ と ､ 定常変動期 の ラ ン ダ

ム 性 は弱形 式 を含む こ と を明らか に した ｡ また ､ 価格変動 の確率分布が 中心部分 は ガ ウ ス

型 に 近 い が尾 の 大き な フ ァ トテ イ ル を持 つ こ とは 非定常時 間変動部分が担 っ て い る こ とが

示 され た｡ 第 7 章で は バ ブ ル 崩壊期 の 時系列 の 特徴が 個別部門 で も ､ 日経平均 で も定常変

動か ら非 定常変動 - 変化す る こ とを示 し ､
こ の解析手法 が バ ブ ル 変化 を特徴付 けられ る 可

能性 を指摘 した ｡ さ らに第 7 章で は マ
ー

ケ ッ トの 基本 で ある効率性 に つ い て も ､ 株分割に

よる市場変動に着目 して ,
. 前後に お ける 時系列 の解析を行 い

､
フ. ア ウ マ に よ る弓弓効率性 を

明らか に した｡ 第 8 章で は 全体的な嵩論を展 開 し
､ 従来 の 統計学に も とづ く時系列 解析 と

は こ となり ､ 力学過 程をふく む数理的過程 を市場変動に適用 した とき の 市場 の経済物理学

的な特徴が あらた に導か れ る こ とを議論 した ｡ 今後 こ の ような手法 に よ る経済物理学 の進

展 が期待 され る こ と が指摘された ｡

これ らの 研究 内容は複雑理 工 学の 分野 で十分に独創的 で あり ､ 論文 提 出者が当該分野 で 十

分に博 士 の 資格 を有す る も の と判断 され る｡

した が っ て ､ 博士(科学) の 学位を授与 で き る と認 め る｡




